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議会だより議会だより

玖珠
令和8年第2回玖珠町議会定例会は、6月５日～6月23日ま
での19日間の会期で開かれました。町長から行政報告及
び議案の提案理由の説明があり、6人の議員による一般質
問が行われ農政・子育て・物価高騰対策などについて町の
考えをただし、町提出議案は15件で、人事・条例の改正・補
正予算・和解及び損害賠償の決定・公有財産の使用権の廃
止などを審議し、原案の通り可決されました。

今議会のあらまし
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県農業祭にて販売
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。

　 今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,685万8千円を

追加し、歳入歳出それぞれ114億8,785万8千円とするものです。

　また、債務負担行為1件について補正するものです。

　主な質疑応答は次のとおりです。

　今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ94万6千円を追加し、歳入

歳出それぞれ22億7,597万円とするものです。

問　地域力創造アドバイザー事業について、分
かりやすく教えてほしい。
答　地域力創造アドバイザー事業は、総務省に
登録されているアドバイザーの中から道の駅
に特化した方に来ていただき、運営改善や商品
開発の高度化などの支援を受ける制度になり
ます。

問　特に童話祭やイベント時には、女性用ト
イレの個数が足りないという問題が非常に多
く出ている。以前と同じ形態・個数で男性用と
女性用トイレをどのように改修していくのか。
答　改修事業につきましては、既存の施設を
ある程度壊して、男性用を少し狭くして女性用
を広げようという計画になっています。照明の
改修と和式から洋式に変更するという計画で
今進めているところです。今回、実施設計に入
りますので、その辺をもう１回確認をします
が、女性のほうを増やすという計画です。

問　玖珠町老人福祉センター温泉給湯設備改修
について、配管だけの工事費ということだが、給湯
設備やボイラーを含め全体的に修理、また配管を
変えるということか。
答　漏水箇所が多発しているのは建物の下にあ
る配管であるため、今回は外に灯油の950リット
ルのオイルタンクを設置し、業務用の給湯器を男
女浴室用に各2台ずつ設置することで、浴室にあ
る男女それぞれ5人分のシャワーに給水をするよ

うにしています。ほぼ新しく配管と給湯設備を設
置することになります。

令和8年度玖珠町一般会計補正予算（第1号）

令和8年度玖珠町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

審査の付託を受けました議案２件について、
本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。

問　地域によっては地域主体で小学校跡地の利活
用計画が動き始めているところがあるが、この事業
を活用できないのか。
答　宮崎県の事例では、一つの小学校跡地だけで
はキャパが少ない場合は他の施設を借りながら運
営しているという話を聞いています。規模が小さい
場合は、他の町内の空き校舎を借りる、あるいは地
域の方に運営のお手伝いをしてもらうような横展
開ができないか考えています。 2

1 玖珠町老人福祉センター温泉給湯設備
改修事業
1,133万6千円

3 地域力創造アドバイザー事業
599万1千円

4 地域活性化起業人制度負担金
457万5千円

わらべの館トイレ改修実施設計業務
325万1千円

22第159号 R8.8.1第159号 R8.8.1くす議会だよりくす議会だより
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　 今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,685万8千円を

追加し、歳入歳出それぞれ114億8,785万8千円とするものです。

　また、債務負担行為1件について補正するものです。

　主な質疑応答は次のとおりです。

　今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ94万6千円を追加し、歳入

歳出それぞれ22億7,597万円とするものです。

問　地域力創造アドバイザー事業について、分
かりやすく教えてほしい。
答　地域力創造アドバイザー事業は、総務省に
登録されているアドバイザーの中から道の駅
に特化した方に来ていただき、運営改善や商品
開発の高度化などの支援を受ける制度になり
ます。

問　特に童話祭やイベント時には、女性用ト
イレの個数が足りないという問題が非常に多
く出ている。以前と同じ形態・個数で男性用と
女性用トイレをどのように改修していくのか。
答　改修事業につきましては、既存の施設を
ある程度壊して、男性用を少し狭くして女性用
を広げようという計画になっています。照明の
改修と和式から洋式に変更するという計画で
今進めているところです。今回、実施設計に入
りますので、その辺をもう１回確認をします
が、女性のほうを増やすという計画です。

問　玖珠町老人福祉センター温泉給湯設備改修
について、配管だけの工事費ということだが、給湯
設備やボイラーを含め全体的に修理、また配管を
変えるということか。
答　漏水箇所が多発しているのは建物の下にあ
る配管であるため、今回は外に灯油の950リット
ルのオイルタンクを設置し、業務用の給湯器を男
女浴室用に各2台ずつ設置することで、浴室にあ
る男女それぞれ5人分のシャワーに給水をするよ

うにしています。ほぼ新しく配管と給湯設備を設
置することになります。

令和8年度玖珠町一般会計補正予算（第1号）

令和8年度玖珠町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

審査の付託を受けました議案２件について、
本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。

問　地域によっては地域主体で小学校跡地の利活
用計画が動き始めているところがあるが、この事業
を活用できないのか。
答　宮崎県の事例では、一つの小学校跡地だけで
はキャパが少ない場合は他の施設を借りながら運
営しているという話を聞いています。規模が小さい
場合は、他の町内の空き校舎を借りる、あるいは地
域の方に運営のお手伝いをしてもらうような横展
開ができないか考えています。 2

1 玖珠町老人福祉センター温泉給湯設備
改修事業
1,133万6千円

3 地域力創造アドバイザー事業
599万1千円

4 地域活性化起業人制度負担金
457万5千円

わらべの館トイレ改修実施設計業務
325万1千円
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請願
地方財政の充実・強化に関する意見書の提出に係る請願
主な内容

※少子高齢化や社会保障、地域活性化、DX推進、脱炭素化、物価高騰
　対策などに対応するために必要な財源の確保を求めるもの。
※地方交付税の法定率引上げや地域間の財源偏在性の是正にむけて
　抜本的な改善を行う。
※「地方創生推進費」の恒久的財源としての確保と制度の整備を促す。

本請願は、地方財政の充実・強化に関する意見書について、国の関係
機関へ提出を求める請願です。

請願
・ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と、義務教育費国庫負担制度２分の１復元を
  はかるための2027年度政府予算に係る意見書の提出に関する請願  (写真①)

・2026年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願 (写真②)

契約の方法　指名競争入札
契 約 金 額　1,508万1,000円（消費税額を含む）
契 約 相 手    大分県大分市羽屋新町三丁目1番6号
　　　　　　大和薬品産業株式会社
　　　　　　代表取締役　安部 裕樹
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問　水路の改修は、地元負担が非常に大き
くなると思うが、どの程度を見込んでいる
か。

主な質疑応答

答　土地改良事業以外の選択肢も視野に
入れる必要があると考えており、最終的な
地元負担は事業の選択を経てからになると
考えています。

議長へ提出
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問　簡易ベッド500台、テント300
張購入で、納入場所は玖珠町となっ
ているが避難所ごとの配分はどう
なるのか。

主な質疑応答

答　今回購入する避難所用物品
については、町内の備蓄倉庫に
配分して置くようになります。避
難者が多い場合には、段ボール
ベッドも併用していくことを想定
しています。

監査委員に河野 好美 氏が
再任されました。

テント

現
地
調
査
を
実
施

写真① 写真②

簡易ベッド

契約の方法　指名競争入札
契 約 金 額　8,243万4,000円（消費税額を含む）
契 約 相 手    大分県大分市日吉町17-5
　　　　　　株式会社 西部電気工業大分支店
　　　　　　支店長　水村 祐二
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問　新しい機種は機能がアッ
プしたのか。今後新しい教材等
に対応したものを考えて導入
したのか。

主な質疑応答

答 　今回はHP社の機種で
す。以前の機種にはなかった
タッチペン内蔵型となってい
ます。また堅牢性が良く壊れ
にくいものとなっているの
で、今回の機種選定にしまし
た。

問　入札は何社だったのか。

答　県内に本•支店がある業
者40社に対して指名を行
い、応札は特定機種に限定し
た影響もあったのか2社でし
た。落札率は92.1％です。

再任期間
令和８年７月１日～令和12年６月30日まで

44第159号 R8.8.1第159号 R8.8.1くす議会だよりくす議会だより



請願
地方財政の充実・強化に関する意見書の提出に係る請願
主な内容

※少子高齢化や社会保障、地域活性化、DX推進、脱炭素化、物価高騰
　対策などに対応するために必要な財源の確保を求めるもの。
※地方交付税の法定率引上げや地域間の財源偏在性の是正にむけて
　抜本的な改善を行う。
※「地方創生推進費」の恒久的財源としての確保と制度の整備を促す。

本請願は、地方財政の充実・強化に関する意見書について、国の関係
機関へ提出を求める請願です。

請願
・ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と、義務教育費国庫負担制度２分の１復元を
  はかるための2027年度政府予算に係る意見書の提出に関する請願  (写真①)

・2026年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願 (写真②)

契約の方法　指名競争入札
契 約 金 額　1,508万1,000円（消費税額を含む）
契 約 相 手    大分県大分市羽屋新町三丁目1番6号
　　　　　　大和薬品産業株式会社
　　　　　　代表取締役　安部 裕樹
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くなると思うが、どの程度を見込んでいる
か。

主な質疑応答

答　土地改良事業以外の選択肢も視野に
入れる必要があると考えており、最終的な
地元負担は事業の選択を経てからになると
考えています。
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問　簡易ベッド500台、テント300
張購入で、納入場所は玖珠町となっ
ているが避難所ごとの配分はどう
なるのか。

主な質疑応答

答　今回購入する避難所用物品
については、町内の備蓄倉庫に
配分して置くようになります。避
難者が多い場合には、段ボール
ベッドも併用していくことを想定
しています。

監査委員に河野 好美 氏が
再任されました。
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現
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を
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施

写真① 写真②

簡易ベッド

契約の方法　指名競争入札
契 約 金 額　8,243万4,000円（消費税額を含む）
契 約 相 手    大分県大分市日吉町17-5
　　　　　　株式会社 西部電気工業大分支店
　　　　　　支店長　水村 祐二
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問　新しい機種は機能がアッ
プしたのか。今後新しい教材等
に対応したものを考えて導入
したのか。

主な質疑応答

答 　今回はHP社の機種で
す。以前の機種にはなかった
タッチペン内蔵型となってい
ます。また堅牢性が良く壊れ
にくいものとなっているの
で、今回の機種選定にしまし
た。

問　入札は何社だったのか。

答　県内に本•支店がある業
者40社に対して指名を行
い、応札は特定機種に限定し
た影響もあったのか2社でし
た。落札率は92.1％です。

再任期間
令和８年７月１日～令和12年６月30日まで
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玖珠町議会による要請行動について

執行部からの報告

議
会
の
役
割
を
ご
紹
介
し
ま
す

次
回
1
6
0
号
で
は
議
会
と
議
員
の
具
体
的
な
活
動
を
特
集
し
ま
す

住民のみなさんに知ってほしい
議会の役割と議員の仕事 　令和８年２月、基地政策特別委員会において玖珠町議会による要請行動を実施する方向性を確認し、

６月30日に九州防衛局へ、７月15日に防衛省へ要望書を提出しました。

1、演習及び訓練における事故に対する安全対策の徹底
　今年４月に日出生台演習場で発生した戦車事故を踏まえ、演習及び訓練における安全管理体制のさら
なる徹底。

2、隊員家族への支援体制強化
　隊員家族が安心して暮らせるよう、支援体制を充実させるとともに、玖珠町との連携体制をより一層充
実・強化。

3、防衛施設周辺の生活環境の整備に関する予算の増額　
　特定防衛施設周辺整備調整交付金および民生安定事業補助金をはじめとした、防衛施設周辺関連交
付金などについて、さらなる予算の増額措置と特定防衛施設の使用実績を踏まえた予算配分を強く要
望。

4、再編関連訓練移転等交付金制度の継続　
　防衛施設との共生のため、中長期的かつ安定的な財政支援に向けて
交付金制度の継続と必要な財源の確保を強く要望。

5、玖珠駐屯地への新たな部隊の増設・増員　
　駐屯地隊員の増員はもとより、防衛能力の強化に向けて新たな部隊が
発足、編成する場合には、玖珠駐屯地へ配置がされるよう要望。

6、防衛関連産業の誘致支援　
　地方における防衛関連産業の分散配置は、経済安全保障及び地方創
生の観点からも重要であり、退職された隊員の再就職先の受皿として、
情報提供および誘致支援を要望。

〇令和８年度 特定防衛施設周辺整備調整交付金
　一次配分で決定した普通交付額：1億1,282万6千円

〇令和８年度 再編関連訓練移転等交付金
　再編関連訓練移転等交付金：1,135万8千円（実績分）

〇令和８年度 日米共同訓練レゾリュート・ドラゴン26の説明を受ける

基
地
政
策
特
別
委
員
会

九州防衛局へ提出

防衛省へ提出

要望した内容

<<参考文献>>全国町村議会議長会、住民のみなさんに知ってほしい議会の役割と議員の仕事
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玖珠町議会による要請行動について

執行部からの報告

議
会
の
役
割
を
ご
紹
介
し
ま
す

次
回
1
6
0
号
で
は
議
会
と
議
員
の
具
体
的
な
活
動
を
特
集
し
ま
す

住民のみなさんに知ってほしい
議会の役割と議員の仕事 　令和８年２月、基地政策特別委員会において玖珠町議会による要請行動を実施する方向性を確認し、

６月30日に九州防衛局へ、７月15日に防衛省へ要望書を提出しました。

1、演習及び訓練における事故に対する安全対策の徹底
　今年４月に日出生台演習場で発生した戦車事故を踏まえ、演習及び訓練における安全管理体制のさら
なる徹底。

2、隊員家族への支援体制強化
　隊員家族が安心して暮らせるよう、支援体制を充実させるとともに、玖珠町との連携体制をより一層充
実・強化。

3、防衛施設周辺の生活環境の整備に関する予算の増額　
　特定防衛施設周辺整備調整交付金および民生安定事業補助金をはじめとした、防衛施設周辺関連交
付金などについて、さらなる予算の増額措置と特定防衛施設の使用実績を踏まえた予算配分を強く要
望。

4、再編関連訓練移転等交付金制度の継続　
　防衛施設との共生のため、中長期的かつ安定的な財政支援に向けて
交付金制度の継続と必要な財源の確保を強く要望。

5、玖珠駐屯地への新たな部隊の増設・増員　
　駐屯地隊員の増員はもとより、防衛能力の強化に向けて新たな部隊が
発足、編成する場合には、玖珠駐屯地へ配置がされるよう要望。

6、防衛関連産業の誘致支援　
　地方における防衛関連産業の分散配置は、経済安全保障及び地方創
生の観点からも重要であり、退職された隊員の再就職先の受皿として、
情報提供および誘致支援を要望。

〇令和８年度 特定防衛施設周辺整備調整交付金
　一次配分で決定した普通交付額：1億1,282万6千円

〇令和８年度 再編関連訓練移転等交付金
　再編関連訓練移転等交付金：1,135万8千円（実績分）

〇令和８年度 日米共同訓練レゾリュート・ドラゴン26の説明を受ける

基
地
政
策
特
別
委
員
会

九州防衛局へ提出

防衛省へ提出

要望した内容

<<参考文献>>全国町村議会議長会、住民のみなさんに知ってほしい議会の役割と議員の仕事
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問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

概
要
を
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
公
的
医
療
保
険
制
度
を
通
じ
て
、
支

援
金
を
負
担
い
た
だ
き
、
少
子
化
対

策
の
財
源
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

問
　
本
制
度
に
よ
り
被
保
険
者
の
負
担

増
は
ど
の
程
度
か
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
や
所
得

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
国
が
示

し
た
内
容
に
よ
る
と
、
平
均
月
額
約

3
0
0
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
子
育
て
世
代
以
外
に
も
広
く
負
担

を
求
め
る
本
制
度
の
負
担
と
受
益

者
と
の
不
公
平
感
を
ど
の
よ
う
に

説
明
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
そ
の
影
響
や
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

問
　
高
齢
者
か
ら
の
徴
収
は
軽
減
措
置

が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　 

支
援
金
に
対
し
て
の
軽
減
措
置
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
介
護
分
な
ど
と
同
様

に
賦
課
限
度
額
を
設
定
し
て
お
り
、

限
度
額
を
超
え
る
徴
収
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

問
　
本
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
事

業
の
事
業
数
及
び
総
事
業
費
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
事
業
は
35
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
総
事
業
費
は

10
億
５
３
０
４
万
円
で
す
。

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
充
て
る
の
か
伺

う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
児
童
手
当
事
業
と
、
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
交
付
金
と
、
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
の
３
事
業
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

問
　
こ
の
３
事
業
は
、
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
一
般
質
問

一
般
質
問

※

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
そ
の
町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て

　
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

※お持ちのスマートフォンやタブレットから、二次元コードを
　読み込むと各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます
※お持ちのスマートフォンやタブレットから、二次元コードを
　読み込むと各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

こ
ど
も
政
策
の

適
正
化
に
つ
い
て
伺
う

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
よ
る
住
民
負
担
は

玖珠町らしい「子ども・
子育て支援を」創造せ
よ！

議員の胸の内複
雑
化
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
は

ニ
ー
ズ
の
あ
る
も
の
に
絞
れ
！

衞
藤 

和
敏  

議
員

え  

と
う
　

 

か
ず 

と
し

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
児
童
手
当
の
拡
充
は
、
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
支
援
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
は
経
済
的
支
援
と

保
健
師
等
に
よ
る
伴
走
型
相
談
支

援
を
一
体
化
す
る
事
業
で
す
。
こ

れ
ら
の
制
度
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施

状
況
を
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
現
在
、
制
度
開
始
か
ら
２
か
月
が

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
制
度
の

周
知
を
図
り
円
滑
な
運
用
に
努
め

ま
す
。

問
　
各
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、

見
直
し
や
廃
止
な
ど
検
討
し
て
い

る
事
業
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
現
時
点
で
は
事
業

　
　
廃
止
は
考
え
て
い

　
　
ま
せ
ん
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
重
要
だ
！

問
　
先
日
、
高
齢
の
婦
人
数
名
と
意
見

交
換
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
物
価

高
騰
で
生
活
費
に
大
変
困
っ
て
い

る
と
の
声
を
直
接
お
聞
き
し
、
現

状
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。

物
価
高
に
苦
し
む
低
所
得
者
の
支

援
に
対
す
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生

活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め

交
付
金
を
活
用
し
、
畜
産
農
家
の
支

援
対
策
や
児
童
手
当
に
１
万
円
を

上
乗
せ
な
ど
の
特
定
の
方
々
を
対
象

に
支
援
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
現
在
実
施
の
く
す
P
a
y
生
活

応
援
ポ
イ
ン
ト
５
千
円
分
を
19
歳

以
上
の
全
町
民
に
配
布
し
、
重
点
支

援
対
策
と
し
て
ボ
ー
ナ
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
を
７
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
多
く
の
町
民
へ
幅
広
く
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
高
齢
者
の
方
々
か
ら
、く
す
P
a
y

カ
ー
ド
に
つ
い
て
使
い
勝
手
が
大

変
に
悪
く
、
使
え
る
店
が
近
く
に

無
い
、
コ
ン
ビ
ニ
も
大
型
店
も
使

え
ず
、
利
用
で
き
る
店
が
限
ら
れ

る
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
の
様
な
考
え
な
の
か
伺

う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
カ
ー
ド
の
み
で
決
済
で
き
る
環
境
の

整
備
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ

る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

カ
ー
ド
決
済
に
対
応
す
る
店
舗
の
増

加
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
カ
ー
ド
使
用
の
方
を
含
め

て
操
作
が
不
慣
れ
な
方
に
は
、
く
す

P
a
y
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
商
工

会
内
に
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
必
要
な

対
応
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
国
の
定
期
接
種
外
の
人
、
50
歳
以

上
を
対
象
に
接
種
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
現
時
点
で
の
町
単
独
に
よ
る
新
た
な

助
成
制
度
の
創
設
は
難
し
い
状
況
で

す
。
今
後
は
国
の
制
度
の
見
直
し

や
、
地
方
財
政
措
置
の
動
向
、
県
下

の
接
種
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
大
分
県
下
で
は
定
期
接
種
対
象
者

以
外
で
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
10
市
町
村
が
、
50
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
接
種
費
用
を
助
成
し
て

い
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
他
市
町
村
事

例
や
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら

研
究
課
題
と
し
て
担
当
課
に
指
示
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

秦 

時
雄  

議
員

は
た   

と
き  

お

物
価
高
騰
対
策
を
問
う

くすPayカードは高齢者
にとって使い勝手が大変
に悪い！

議員の胸の内
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問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

概
要
を
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
公
的
医
療
保
険
制
度
を
通
じ
て
、
支

援
金
を
負
担
い
た
だ
き
、
少
子
化
対

策
の
財
源
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

問
　
本
制
度
に
よ
り
被
保
険
者
の
負
担

増
は
ど
の
程
度
か
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
や
所
得

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
国
が
示

し
た
内
容
に
よ
る
と
、
平
均
月
額
約

3
0
0
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
子
育
て
世
代
以
外
に
も
広
く
負
担

を
求
め
る
本
制
度
の
負
担
と
受
益

者
と
の
不
公
平
感
を
ど
の
よ
う
に

説
明
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
そ
の
影
響
や
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

問
　
高
齢
者
か
ら
の
徴
収
は
軽
減
措
置

が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　 

支
援
金
に
対
し
て
の
軽
減
措
置
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
介
護
分
な
ど
と
同
様

に
賦
課
限
度
額
を
設
定
し
て
お
り
、

限
度
額
を
超
え
る
徴
収
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

問
　
本
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
事

業
の
事
業
数
及
び
総
事
業
費
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
事
業
は
35
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
総
事
業
費
は

10
億
５
３
０
４
万
円
で
す
。

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
充
て
る
の
か
伺

う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
児
童
手
当
事
業
と
、
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
交
付
金
と
、
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
の
３
事
業
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

問
　
こ
の
３
事
業
は
、
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
一
般
質
問

一
般
質
問

※

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
そ
の
町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て

　
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

※お持ちのスマートフォンやタブレットから、二次元コードを
　読み込むと各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます
※お持ちのスマートフォンやタブレットから、二次元コードを
　読み込むと各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

こ
ど
も
政
策
の

適
正
化
に
つ
い
て
伺
う

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
よ
る
住
民
負
担
は

玖珠町らしい「子ども・
子育て支援を」創造せ
よ！

議員の胸の内複
雑
化
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
は

ニ
ー
ズ
の
あ
る
も
の
に
絞
れ
！

衞
藤 

和
敏  

議
員

え  

と
う
　

 

か
ず 

と
し

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
児
童
手
当
の
拡
充
は
、
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
支
援
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
は
経
済
的
支
援
と

保
健
師
等
に
よ
る
伴
走
型
相
談
支

援
を
一
体
化
す
る
事
業
で
す
。
こ

れ
ら
の
制
度
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施

状
況
を
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
現
在
、
制
度
開
始
か
ら
２
か
月
が

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
制
度
の

周
知
を
図
り
円
滑
な
運
用
に
努
め

ま
す
。

問
　
各
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、

見
直
し
や
廃
止
な
ど
検
討
し
て
い

る
事
業
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
現
時
点
で
は
事
業

　
　
廃
止
は
考
え
て
い

　
　
ま
せ
ん
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
重
要
だ
！

問
　
先
日
、
高
齢
の
婦
人
数
名
と
意
見

交
換
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
物
価

高
騰
で
生
活
費
に
大
変
困
っ
て
い

る
と
の
声
を
直
接
お
聞
き
し
、
現

状
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。

物
価
高
に
苦
し
む
低
所
得
者
の
支

援
に
対
す
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生

活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め

交
付
金
を
活
用
し
、
畜
産
農
家
の
支

援
対
策
や
児
童
手
当
に
１
万
円
を

上
乗
せ
な
ど
の
特
定
の
方
々
を
対
象

に
支
援
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
現
在
実
施
の
く
す
P
a
y
生
活

応
援
ポ
イ
ン
ト
５
千
円
分
を
19
歳

以
上
の
全
町
民
に
配
布
し
、
重
点
支

援
対
策
と
し
て
ボ
ー
ナ
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
を
７
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
多
く
の
町
民
へ
幅
広
く
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
高
齢
者
の
方
々
か
ら
、く
す
P
a
y

カ
ー
ド
に
つ
い
て
使
い
勝
手
が
大

変
に
悪
く
、
使
え
る
店
が
近
く
に

無
い
、
コ
ン
ビ
ニ
も
大
型
店
も
使

え
ず
、
利
用
で
き
る
店
が
限
ら
れ

る
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
の
様
な
考
え
な
の
か
伺

う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
カ
ー
ド
の
み
で
決
済
で
き
る
環
境
の

整
備
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ

る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

カ
ー
ド
決
済
に
対
応
す
る
店
舗
の
増

加
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
カ
ー
ド
使
用
の
方
を
含
め

て
操
作
が
不
慣
れ
な
方
に
は
、
く
す

P
a
y
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
商
工

会
内
に
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
必
要
な

対
応
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
国
の
定
期
接
種
外
の
人
、
50
歳
以

上
を
対
象
に
接
種
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
現
時
点
で
の
町
単
独
に
よ
る
新
た
な

助
成
制
度
の
創
設
は
難
し
い
状
況
で

す
。
今
後
は
国
の
制
度
の
見
直
し

や
、
地
方
財
政
措
置
の
動
向
、
県
下

の
接
種
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
大
分
県
下
で
は
定
期
接
種
対
象
者

以
外
で
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
10
市
町
村
が
、
50
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
接
種
費
用
を
助
成
し
て

い
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
他
市
町
村
事

例
や
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら

研
究
課
題
と
し
て
担
当
課
に
指
示
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

秦 

時
雄  

議
員

は
た   

と
き  

お

物
価
高
騰
対
策
を
問
う

くすPayカードは高齢者
にとって使い勝手が大変
に悪い！

議員の胸の内
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問
　
出
土
遺
物
は
保
存
さ
れ
て
い
る

が
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
等

で
活
用
さ
れ
て
き
た
か
。
又
、
展

示
公
開
等
で
町
民
に
広
く
周
知
さ

れ
て
き
た
か
伺
う
。

答
　
社
会
教
育
課
長

　 

保
存
は
、
旧
八
幡
小
学
校
の
校
舎
、

役
場
別
棟
の
２
階
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
て
お
り
適
切
な
温
度
・
湿
度

管
理
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
又
、
八

幡
小
学
校
の
児
童
が
、
自
ら
の
地
域

の
歴
史
や
文
化
の
学
習
に
取
り
組

み
、
歴
史
教
育
の
一
環
と
し
て
活
用

し
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

問
　
歴
史
資
料
館
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

答
　
教
育
長

　 

歴
史
資
料
館
の
設
置
に
向
け
た
計
画

や
具
体
的
な
検
討
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
資
料
館
の
役
割
は
、
収
集
・
保

存
、
調
査
・
研
究
、
展
示
・
教
育
、

交
流
・
発
信
等
の
機
能
目
的
を
持
っ

て
い
ま
す
。
「
わ
ら
べ
の
館
」
を
活

用
し
、
提
案
と
し
て
絵
本
や
紙
芝
居

を
セ
ッ
ト
に
し
た
小
規
模
展
示
や

テ
ー
マ
別
展
示(

期
間
限
定
）
な

ど
、
新
し
い
建
物
を
建
て
ず
に
情
報

の
窓
口
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
国
保
関
係
の
特
定
健
康
診
査
（
40

歳
か
ら
74
歳
）
、
基
本
健
康
診
査

（
75
歳
以
上
）
の
検
診
及
び
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
、
令
和

６
年
度
42.

６
％
、
５
年
度
42.

２
％
。
75
歳
以
上
の
受
診
率
は
令
和

６
年
度
26.

８
％
、
５
年
度
26.

７
％

で
す
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
令
和
６
年

度
胃
が
ん
13.

８
％
、
５
年
度
14.

５
％
、
６
年
度
大
腸
が
ん
16.

４
％
、
５
年
度
17.

３
％
、
６
年
度

肺
が
ん
17.

１
％
、
５
年
度
19.

９
％
、
６
年
度
子
宮
頸
が
ん
17.

５
％
、
５
年
度
16.

６
％
、
６
年
度

乳
が
ん
19.

４
％
、
５
年
度
18.

７
％

で
す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
受
診

率
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
受
診
率

は
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

問
　
が
ん
検
診
は
有
料
の
た
め
、
補
助

金
や
く
す
P
ａ
ｙ
で
の
支
援
が
出

来
な
い
か
。
又
、
今
後
両
検
診
の

受
診
率
向
上
対
策
を
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　 

受
診
時
の
自
己
負
担
額
を
抑
え
る
た

め
の
補
助
金
や
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
財
源
確
保
が
難
し
い
で
す
。

　
　
受
診
率
向
上
は
、
各
種
が
ん
検
診
と

特
定
健
康
診
査
等
が
同
時
に
受
診

で
き
る
よ
う
に
総
合
健
診
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

又
、
地
域
住
民

同
士
の
声
掛
け

や
愛
育
健
康
づ

く
り
推
進
協
議

会
等
と
連
携
し

な
が
ら
受
診
し

や
す
い
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
自
転
車
の
青
切
符(

制
度)

導
入
で
の

　
安
全
走
行
対
策

問
　
令
和
７
年
度
の
反
省
点
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
生
産
量
に
比
較
し
て
、
相
当
量
の
販

売
に
至
っ
て
な
い
、
又
全
国
的
に
過

去
最
高
水
準
の
米
価
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
天
空
の
輝
き
と
他
の
銘
柄
米

の
販
売
価
格
の
差
額
が
小
さ
い
こ
と

か
ら
、
際
立
っ
た
成
果
と
な
っ
て
な

い
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

答
　
農
林
課
長

　
　
一
つ
目
は
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
販
路
確
保

が
追
い
つ
い
て
な
い
こ
と
、
二
つ
目

は
、
衛
星
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
水
稲

栽
培
シ
ス
テ
ム
「
ア
グ
リ
ル
ッ
ク
」

で
刈
取
り
適
期
を
推
測
す
る
時
期

に
雨
や
曇
り
の
日
が
多
く
刈
取
リ
適

期
を
推
測
す
る
時
期
が
遅
く
な
っ
た

こ
と
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
衛
星

デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
気
象
庁
の
気

温
予
測
も
利
用
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の

改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
販
路
拡
大
と
販
売
促
進
は
、
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
の
定
着
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
今

ま
で
以
上
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
か
ら
道
の
駅
「
童
話
の
里
く

す
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
ご

飯
に
く
す
天
空
の
輝
き
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
町
内
外
の
皆
様
へ
良
食
味

米
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答
　
農
林
課
長

　
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
良
食
味
米
づ

く
り
の
講
習
会
、
土
壌
診
断
補
助
と

併
せ
て
品
質
向
上
に
向
け
た
対
応
な

ど
、
研
究
会
の
皆
様
の
意
見
や
要
望

も
聞
き
な
が
ら
連
携
、
支
援
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
年
度
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
品
質

基
準
を
、
見
直
す
の
か
伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　
　
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量※

に
つ
い

て
、
６.

３
％
以
下
か
ら
５.

９
％
以

下
に
数
値
基
準
を
見
直
す
予
定
で

す
。

　
　
　※
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が
低
い
と

食
味
評
価
は
高
い
。

問
　
く
す
天
空
の
輝
き
は
、
今
ま
で
通

り
の
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
で
、
５.

９
％
以
下
を
「
く
す
天
空
の
輝
き

プ
レ
ミ
ア
ム
」
や
「
一
等
星
」
、

「
一
番
星
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
別

物
と
し
て
販
売
し
た
ら
ど
う
か
を

伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　
　
く
す
天
空
の
輝
き
そ
の
も
の
の
認
知

度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
を
優
先

す
る
た
め
に
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量

５.

９
％
以
下
の
基
準
で
、
品
質
の

向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
取
り

組
み
、
く
す
天
空
の
輝
き
の
確
立
に

注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
提
案
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
内
部
で
研
究
を
重
ね

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
く
す
天
空
の
輝
き
」

　
２
年
目
の
取
り
組
み
は

大
野 

元
秀  

議
員

お
お  

の

も
と 

ひ
で

くす天空の輝きづくりに挑戦
待機中のがん検診車

古
代
遺
跡
か
ら
の
発
掘
出
土
遺
物
の

保
存
及
び
活
用
は

松
本 

真
由
美  

議
員

ま
つ
も
と
　

  

ま    

ゆ    

み

健
康
診
査
の
受
診
対
策
は

玖珠町の基幹産業は、農林業
です。
後継者が育つ政策の充実を！
農業所得の向上が、後継者が
育つ一つの条件です。

議員の胸の内

多くて貴重な出土品、
小さくてもいいから歴
史資料館がほしいな。

議員の胸の内
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志津里遺跡「須恵器甕」

四日市遺跡「勾玉」

問
　
出
土
遺
物
は
保
存
さ
れ
て
い
る

が
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
等

で
活
用
さ
れ
て
き
た
か
。
又
、
展

示
公
開
等
で
町
民
に
広
く
周
知
さ

れ
て
き
た
か
伺
う
。

答
　
社
会
教
育
課
長

　 

保
存
は
、
旧
八
幡
小
学
校
の
校
舎
、

役
場
別
棟
の
２
階
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
て
お
り
適
切
な
温
度
・
湿
度

管
理
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
又
、
八

幡
小
学
校
の
児
童
が
、
自
ら
の
地
域

の
歴
史
や
文
化
の
学
習
に
取
り
組

み
、
歴
史
教
育
の
一
環
と
し
て
活
用

し
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

問
　
歴
史
資
料
館
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

答
　
教
育
長

　 

歴
史
資
料
館
の
設
置
に
向
け
た
計
画

や
具
体
的
な
検
討
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
資
料
館
の
役
割
は
、
収
集
・
保

存
、
調
査
・
研
究
、
展
示
・
教
育
、

交
流
・
発
信
等
の
機
能
目
的
を
持
っ

て
い
ま
す
。
「
わ
ら
べ
の
館
」
を
活

用
し
、
提
案
と
し
て
絵
本
や
紙
芝
居

を
セ
ッ
ト
に
し
た
小
規
模
展
示
や

テ
ー
マ
別
展
示(

期
間
限
定
）
な

ど
、
新
し
い
建
物
を
建
て
ず
に
情
報

の
窓
口
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
国
保
関
係
の
特
定
健
康
診
査
（
40

歳
か
ら
74
歳
）
、
基
本
健
康
診
査

（
75
歳
以
上
）
の
検
診
及
び
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
伺
う
。

答
　
福
祉
保
険
課
長

　
　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
、
令
和

６
年
度
42.

６
％
、
５
年
度
42.

２
％
。
75
歳
以
上
の
受
診
率
は
令
和

６
年
度
26.

８
％
、
５
年
度
26.

７
％

で
す
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
令
和
６
年

度
胃
が
ん
13.

８
％
、
５
年
度
14.

５
％
、
６
年
度
大
腸
が
ん
16.

４
％
、
５
年
度
17.

３
％
、
６
年
度

肺
が
ん
17.

１
％
、
５
年
度
19.

９
％
、
６
年
度
子
宮
頸
が
ん
17.

５
％
、
５
年
度
16.

６
％
、
６
年
度

乳
が
ん
19.
４
％
、
５
年
度
18.

７
％

で
す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
受
診

率
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
受
診
率

は
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

問
　
が
ん
検
診
は
有
料
の
た
め
、
補
助

金
や
く
す
P
ａ
ｙ
で
の
支
援
が
出

来
な
い
か
。
又
、
今
後
両
検
診
の

受
診
率
向
上
対
策
を
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　 

受
診
時
の
自
己
負
担
額
を
抑
え
る
た

め
の
補
助
金
や
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
財
源
確
保
が
難
し
い
で
す
。

　
　
受
診
率
向
上
は
、
各
種
が
ん
検
診
と

特
定
健
康
診
査
等
が
同
時
に
受
診

で
き
る
よ
う
に
総
合
健
診
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

又
、
地
域
住
民

同
士
の
声
掛
け

や
愛
育
健
康
づ

く
り
推
進
協
議

会
等
と
連
携
し

な
が
ら
受
診
し

や
す
い
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
自
転
車
の
青
切
符(

制
度)

導
入
で
の

　
安
全
走
行
対
策

問
　
令
和
７
年
度
の
反
省
点
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
生
産
量
に
比
較
し
て
、
相
当
量
の
販

売
に
至
っ
て
な
い
、
又
全
国
的
に
過

去
最
高
水
準
の
米
価
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
天
空
の
輝
き
と
他
の
銘
柄
米

の
販
売
価
格
の
差
額
が
小
さ
い
こ
と

か
ら
、
際
立
っ
た
成
果
と
な
っ
て
な

い
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

答
　
農
林
課
長

　
　
一
つ
目
は
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
販
路
確
保

が
追
い
つ
い
て
な
い
こ
と
、
二
つ
目

は
、
衛
星
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
水
稲

栽
培
シ
ス
テ
ム
「
ア
グ
リ
ル
ッ
ク
」

で
刈
取
り
適
期
を
推
測
す
る
時
期

に
雨
や
曇
り
の
日
が
多
く
刈
取
リ
適

期
を
推
測
す
る
時
期
が
遅
く
な
っ
た

こ
と
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
衛
星

デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
気
象
庁
の
気

温
予
測
も
利
用
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の

改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
令
和
８
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
販
路
拡
大
と
販
売
促
進
は
、
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
の
定
着
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
今

ま
で
以
上
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
か
ら
道
の
駅
「
童
話
の
里
く

す
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
ご

飯
に
く
す
天
空
の
輝
き
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
町
内
外
の
皆
様
へ
良
食
味

米
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答
　
農
林
課
長

　
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
良
食
味
米
づ

く
り
の
講
習
会
、
土
壌
診
断
補
助
と

併
せ
て
品
質
向
上
に
向
け
た
対
応
な

ど
、
研
究
会
の
皆
様
の
意
見
や
要
望

も
聞
き
な
が
ら
連
携
、
支
援
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
年
度
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
品
質

基
準
を
、
見
直
す
の
か
伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　
　
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量※

に
つ
い

て
、
６.

３
％
以
下
か
ら
５.

９
％
以

下
に
数
値
基
準
を
見
直
す
予
定
で

す
。

　
　
　※

玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が
低
い
と

食
味
評
価
は
高
い
。

問
　
く
す
天
空
の
輝
き
は
、
今
ま
で
通

り
の
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
で
、
５.

９
％
以
下
を
「
く
す
天
空
の
輝
き

プ
レ
ミ
ア
ム
」
や
「
一
等
星
」
、

「
一
番
星
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
別

物
と
し
て
販
売
し
た
ら
ど
う
か
を

伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　
　
く
す
天
空
の
輝
き
そ
の
も
の
の
認
知

度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
を
優
先

す
る
た
め
に
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量

５.

９
％
以
下
の
基
準
で
、
品
質
の

向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
取
り

組
み
、
く
す
天
空
の
輝
き
の
確
立
に

注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
提
案
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
内
部
で
研
究
を
重
ね

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
く
す
天
空
の
輝
き
」

　
２
年
目
の
取
り
組
み
は

大
野 

元
秀  

議
員

お
お  

の

も
と 

ひ
で

くす天空の輝きづくりに挑戦
待機中のがん検診車

古
代
遺
跡
か
ら
の
発
掘
出
土
遺
物
の

保
存
及
び
活
用
は

松
本 

真
由
美  

議
員

ま
つ
も
と
　

  

ま    

ゆ    

み

健
康
診
査
の
受
診
対
策
は

玖珠町の基幹産業は、農林業
です。
後継者が育つ政策の充実を！
農業所得の向上が、後継者が
育つ一つの条件です。

議員の胸の内

多くて貴重な出土品、
小さくてもいいから歴
史資料館がほしいな。

議員の胸の内

1111 第159号 R8.8.1第159号 R8.8.1くす議会だよりくす議会だより



問
　
小
中
学
校
生
徒
の
通
学
路
の
安
全

点
検
・
整
備
・
管
理
は
出
来
て
い

る
か
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
長

　
　
児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る

環
境
整
備
の
た
め
、
国
土
交
通
省
、

大
分
県
玖
珠
土
木
事
務
所
、
玖
珠
警

察
署
、
日
田
教
育
事
務
所
、
各
学
校

及
び
役
場
内
関
係
部
署
が
連
携
す

る
玖
珠
町
合
同
点
検
会
議
を
開
催

し
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
継

続
的
な
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
毎
年
各
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
方
で
点
検
を
実
施
し
、

対
策
・
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

や
歩
道
補
修
等
を
行
い
、
ソ
フ
ト
面

で
は
警
察
に
よ
る
交
通
規
制
の
検
討

や
見
守
り
隊
等
に
よ
る
登
下
校
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
自
転
車
通
学
す
る
歩
道
の
除
草

や
、
歩
道
橋
の
階
段
で
滑
り
止
め

の
不
良
や
町
道
で
の
標
識
が
少
な

い
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
長

　
　
通
学
路
の
雑
草
に
つ
い
て
は
合
同
会

議
で
出
さ
れ
国
・
県
で
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
危
険
部
分
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
で
議
論
し
解
消
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
令
和
７
年
度
の
営
業
状
況
、
利
用

状
況
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
宿
泊
施
設
は
１
６
１
３
人
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
施
設
は
１
２
３
０
人
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
４
６
５
０
人
で

す
べ
て
の
施
設
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
決
算
に
つ
い
て
は
収
入
合
計
１

１
０
９
万
円
に
対
し
て
支
出
合
計
は

２
７
５
９
万
円
で
１
６
５
０
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因

は
光
熱
費
や
人
件
費
の
高
騰
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

問
　
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
目
標
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
今
年
度
の
目
標
に
つ
い
て
は
利
用
者

数
、
収
入
と
も
昨
年
よ
り
伸
び
て
お

り
昨
年
度
の
数
値
と
同
程
度
も
し

く
は
上
回
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
事
業
計
画
は
赤
字
の
な
か
新

た
な
投
資
改
修
は
難
し
い
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
運

営
、
光
熱
費
削
減
、
修
繕
箇
所
の
計

画
的
な
整
備
な
ど
、
運
営
の
効
率
化

に
よ
る
収
支
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
買
い
替
え
す
る
タ
ブ

　
レ
ッ
ト
を
町
民
に
払

　
い
下
げ
出
来
な
い
か

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
管
理
に
つ
い
て

小
中
学
校
生
徒
の

通
学
状
況
と
安
全
管
理
は

河
野 

博
文  

議
員

か
わ   

の
　 ひ
ろ  

ふ
み

玖珠町の子どもたちが
元気に明るく成長する
ように見守りましょう。

議員の胸の内
問
　
東
京
圏
、
関
西
圏
か
ら
の
２
地
域

間
居
住
事
業
参
加
者
の
募
集
か
ら

１
年
が
経
過
し
た
が
、
現
状
と
効

果
を
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　 

東
京
都
６
組
、
京
都
市
１
名
の
計
14

名
、
30
〜
40
代
の
経
営
者
や
Ｉ
Ｔ
専

門
職
が
多
く
、
自
然
、
生
活
環
境
等

が
評
価
さ
れ
た
一
方
で
地
域
と
の
つ

な
が
り
不
足
、
移
動
負
担
な
ど
の
意

見
等
踏
ま
え
、
ま
ち
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
立
ち
上
げ
の
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

問
　
人
口
減
少
対
策
に
は
企
業
誘
致
な

ど
の
雇
用
創
出
、
子
育
て
・
教
育

環
境
充
実
と
と
も
に
移
住
・
定
住

政
策
が
重
要
だ
。
移
住
・
定
住
政

策
は
、
待
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
積
極
的
な
働
き
か
け
が
必
要

で
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
通
じ
た
情

報
発
信
と
と
も
に
町
外
者
へ
の
空

き
家
見
学
会
の
開
催
、
移
住
・
定

住
対
策
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長

　 

玖
珠
町
に
住
み
た
い
と
い
う
方
の
居

住
の
場
の
提
供
に
は
充
実
し
た
空
き

家
の
準
備
と
、
都
市
圏
で
の
移
住

フ
ェ
ア
等
で
総
合
見
学
会
を
案
内

し
、
空
き
家
を
準
備
す
る
の
が
基
本

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
よ
り
移
住
・
定
住
担
当
職
員

１
名
を
専
任
化
し
て
空
き
家
の
需
給

情
報
把
握
を
第
一
歩
と
し
、
空
き
家

を
十
分
に
確
保
し
て
積
極
的
に
こ
ち

ら
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問
　
先
人
の
啓
発
、
顕
彰
は
単
に
先
人

の
功
績
や
人
物
を
紹
介
す
る
の
み

で
な
く
、
先
人
が
生
き
て
き
た
時

代
背
景
、
郷
土
へ
の
深
い
思
い
、

ま
た
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
活
き
て
く
る
と
思

う
。
先
人
の
啓
発
と
顕
彰
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
教
育
長

　 
先
哲
の
副
読
本
と
し
て
小
学
４
年
生

に
「
久
留
島
武
彦
と
童
話
の
里
く
す

ま
ち
」
。
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
再

発
見
！
玖
珠
町
の
歩
み
と
先
哲
」
と

い
う
啓
発
資
料
を
作
成
し
、
活
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
世
界
を
見
つ
め
た
人
々
と
豊

後
三
賢
の
学
問
部
門
の
ト
ッ
プ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
、
日
欧
交
渉
史
の
パ

イ
オ
ニ
ア
・
村
上
直
次
郎
先
生
を
は

じ
め
、
同
志
社
大
学
の
教
育
方
針
に

大
き
く
影
響
を
与
え
た
村
上
作
夫

先
生
な
ど
、
国
や
郷
土
で
功
績
の

あ
っ
た
多
く
の
先
人
が
玖
珠
に
お
ら

れ
ま
す
が
、
今
後
、
こ
の
方
々
を
町

民
の
皆
様
や
学
習
の
場
に
ど
ん
ど
ん

提
供
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

・
荒
廃
農
地
の
把
握
状
況

・
荒
廃
農
地
の
再
生
・
復
旧
対
策

・
復
旧
再
生
が
困
難
な

　農
振
内
農
地
対
策

５年間で１割の人口が減少、
その対策は喫緊の町政課題で
ある。雇用の場の確保、子育
て環境の充実とともに移住政
策の充実を。

議員の胸の内積
極
的
な
移
住
・
定
住
政
策
を

横
山 

弘
康  

議
員

よ
こ 

や
ま   

ひ
ろ  

や
す

先
人
の
啓
発
、
顕
彰
を

三
日
月
の
滝
公
園
の

　
　
　
状
況
と
対
策
は
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問
　
小
中
学
校
生
徒
の
通
学
路
の
安
全

点
検
・
整
備
・
管
理
は
出
来
て
い

る
か
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
長

　
　
児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る

環
境
整
備
の
た
め
、
国
土
交
通
省
、

大
分
県
玖
珠
土
木
事
務
所
、
玖
珠
警

察
署
、
日
田
教
育
事
務
所
、
各
学
校

及
び
役
場
内
関
係
部
署
が
連
携
す

る
玖
珠
町
合
同
点
検
会
議
を
開
催

し
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
継

続
的
な
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
毎
年
各
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
方
で
点
検
を
実
施
し
、

対
策
・
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

や
歩
道
補
修
等
を
行
い
、
ソ
フ
ト
面

で
は
警
察
に
よ
る
交
通
規
制
の
検
討

や
見
守
り
隊
等
に
よ
る
登
下
校
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
自
転
車
通
学
す
る
歩
道
の
除
草

や
、
歩
道
橋
の
階
段
で
滑
り
止
め

の
不
良
や
町
道
で
の
標
識
が
少
な

い
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
長

　
　
通
学
路
の
雑
草
に
つ
い
て
は
合
同
会

議
で
出
さ
れ
国
・
県
で
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
危
険
部
分
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
で
議
論
し
解
消
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
令
和
７
年
度
の
営
業
状
況
、
利
用

状
況
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
宿
泊
施
設
は
１
６
１
３
人
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
施
設
は
１
２
３
０
人
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
４
６
５
０
人
で

す
べ
て
の
施
設
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
決
算
に
つ
い
て
は
収
入
合
計
１

１
０
９
万
円
に
対
し
て
支
出
合
計
は

２
７
５
９
万
円
で
１
６
５
０
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因

は
光
熱
費
や
人
件
費
の
高
騰
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

問
　
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
目
標
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
今
年
度
の
目
標
に
つ
い
て
は
利
用
者

数
、
収
入
と
も
昨
年
よ
り
伸
び
て
お

り
昨
年
度
の
数
値
と
同
程
度
も
し

く
は
上
回
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
事
業
計
画
は
赤
字
の
な
か
新

た
な
投
資
改
修
は
難
し
い
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
運

営
、
光
熱
費
削
減
、
修
繕
箇
所
の
計

画
的
な
整
備
な
ど
、
運
営
の
効
率
化

に
よ
る
収
支
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
買
い
替
え
す
る
タ
ブ

　
レ
ッ
ト
を
町
民
に
払

　
い
下
げ
出
来
な
い
か

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
管
理
に
つ
い
て

小
中
学
校
生
徒
の

通
学
状
況
と
安
全
管
理
は

河
野 

博
文  

議
員

か
わ   

の
　 ひ
ろ  

ふ
み

玖珠町の子どもたちが
元気に明るく成長する
ように見守りましょう。

議員の胸の内
問
　
東
京
圏
、
関
西
圏
か
ら
の
２
地
域

間
居
住
事
業
参
加
者
の
募
集
か
ら

１
年
が
経
過
し
た
が
、
現
状
と
効

果
を
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　 

東
京
都
６
組
、
京
都
市
１
名
の
計
14

名
、
30
〜
40
代
の
経
営
者
や
Ｉ
Ｔ
専

門
職
が
多
く
、
自
然
、
生
活
環
境
等

が
評
価
さ
れ
た
一
方
で
地
域
と
の
つ

な
が
り
不
足
、
移
動
負
担
な
ど
の
意

見
等
踏
ま
え
、
ま
ち
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
立
ち
上
げ
の
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

問
　
人
口
減
少
対
策
に
は
企
業
誘
致
な

ど
の
雇
用
創
出
、
子
育
て
・
教
育

環
境
充
実
と
と
も
に
移
住
・
定
住

政
策
が
重
要
だ
。
移
住
・
定
住
政

策
は
、
待
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
積
極
的
な
働
き
か
け
が
必
要

で
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
通
じ
た
情

報
発
信
と
と
も
に
町
外
者
へ
の
空

き
家
見
学
会
の
開
催
、
移
住
・
定

住
対
策
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長

　 

玖
珠
町
に
住
み
た
い
と
い
う
方
の
居

住
の
場
の
提
供
に
は
充
実
し
た
空
き

家
の
準
備
と
、
都
市
圏
で
の
移
住

フ
ェ
ア
等
で
総
合
見
学
会
を
案
内

し
、
空
き
家
を
準
備
す
る
の
が
基
本

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
よ
り
移
住
・
定
住
担
当
職
員

１
名
を
専
任
化
し
て
空
き
家
の
需
給

情
報
把
握
を
第
一
歩
と
し
、
空
き
家

を
十
分
に
確
保
し
て
積
極
的
に
こ
ち

ら
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問
　
先
人
の
啓
発
、
顕
彰
は
単
に
先
人

の
功
績
や
人
物
を
紹
介
す
る
の
み

で
な
く
、
先
人
が
生
き
て
き
た
時

代
背
景
、
郷
土
へ
の
深
い
思
い
、

ま
た
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
活
き
て
く
る
と
思

う
。
先
人
の
啓
発
と
顕
彰
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
教
育
長

　 

先
哲
の
副
読
本
と
し
て
小
学
４
年
生

に
「
久
留
島
武
彦
と
童
話
の
里
く
す

ま
ち
」
。
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
再

発
見
！
玖
珠
町
の
歩
み
と
先
哲
」
と

い
う
啓
発
資
料
を
作
成
し
、
活
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
世
界
を
見
つ
め
た
人
々
と
豊

後
三
賢
の
学
問
部
門
の
ト
ッ
プ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
、
日
欧
交
渉
史
の
パ

イ
オ
ニ
ア
・
村
上
直
次
郎
先
生
を
は

じ
め
、
同
志
社
大
学
の
教
育
方
針
に

大
き
く
影
響
を
与
え
た
村
上
作
夫

先
生
な
ど
、
国
や
郷
土
で
功
績
の

あ
っ
た
多
く
の
先
人
が
玖
珠
に
お
ら

れ
ま
す
が
、
今
後
、
こ
の
方
々
を
町

民
の
皆
様
や
学
習
の
場
に
ど
ん
ど
ん

提
供
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

・
荒
廃
農
地
の
把
握
状
況

・
荒
廃
農
地
の
再
生
・
復
旧
対
策

・
復
旧
再
生
が
困
難
な

　農
振
内
農
地
対
策

５年間で１割の人口が減少、
その対策は喫緊の町政課題で
ある。雇用の場の確保、子育
て環境の充実とともに移住政
策の充実を。

議員の胸の内積
極
的
な
移
住
・
定
住
政
策
を

横
山 

弘
康  

議
員

よ
こ 

や
ま   

ひ
ろ  

や
す

先
人
の
啓
発
、
顕
彰
を

三
日
月
の
滝
公
園
の

　
　
　
状
況
と
対
策
は
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このコーナーは町の次代を担う
子どもたちが集う

「わたしたちの学校」を紹介します！

※議会傍聴に来れない方は、動画でもご覧になれます。

■ 議会広報特別委員会
委員長／高倉 真由美　
編集長／河島公司
委　員／松下 善法・小幡 幸範・石井 龍文
　　　　髙田 修治・秦 時雄

“ガンバりょるばい”

６月の
議会傍聴者は

議会傍聴に
お越しください。

９人です。
次回の定例会は９月議会です。

編  集  後  記
　梅雨の間は“ししら寒く”、梅雨明けと同
時に、一気に35℃を超える危険な猛暑日
が続いています。この時期が一番熱中症が
発生すると言われます。充分な水分補給を
しながら、適宜休憩し毎日の生活を送って
ください。室内にいても28℃以上の時に
は、辛抱せずにエアコンを活用して、厳しい
夏を乗り切りましょう。          

八幡小学校「わたしたちの学校紹介」

主な年間学校行事

学校の教育目標

入学式・お迎え遠足
運動会　全校田植え
プール開き　体力テスト
香々地宿泊学習
夏学習（SU講座）
平和を願う日　2学期始業式
全校稲刈り　避難訓練
修学旅行　社会見学
県農業祭参加　秋の遠足
校内マラソン大会　クリーン作戦
学習発表会
スケート教室
あじさいチャレンジカップ
八幡地区文化祭参加
卒業式

４月
５月
６月

７月

８月
９月

10月

11月
12月
１月
２月

３月

♦めざす子ども像♦
●基礎知識と技術を身につけた子ども
　習得した知識・技術から問題を発見する
●研究する子ども
　問題を意識して自分の考えをもつ
●伝え合い、協力する子ども
　問題解決に向けて伝え合い、協力する

♦めざす教師像♦

　行事のテーマや、めあてを決め
ることは難しいですが、全校の前
で話したり提案したりすること
で、自信がつき、自分の成長を感
じることができています。

運営委員を
やってみて

合言葉 やさしく　はきはき　たくましく　やはた笑楽好

会長
芝原 凛咲さん

委員
小野 遥さん

委員
田坂 伊織さん 委員

梅田 昊空さん

『未来を創る八幡っ子』

運動会

全校田植え 全校稲刈り

育成を目指す資質能力 「伝え合う力」

●情熱と愛情を持ち、子どもを大切にする教師
●資質・指導力向上をめざし追及・努力する教師
●協働の精神と総合的な人間力を持ち、
　信頼される教師

 ♦めざす学校像♦
●一人ひとりが大切にされ
　笑顔あふれる学校
●わかった・できた・がんばれたを
　実感できる楽しい学校
●安全で安心して生活できる
　大好きな学校　

学校・地域の一員としての自覚をもち、

八幡を誇りに思い、持続可能な社会の

実現に貢献できる子どもの育成

＊いつも「や」さしく 「は」きはき 「た」くましくを意識した
めあてと評価を行っています　　

○学校行事の原案つくり、企画・運営、取り組みの評価
○全校集会の企画・運営

児童会（運営委員会）の取り組み
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